
多摩川の見どころ

多摩川の名脇役

 湧水のせせらぎに沿う遊歩道

17.
おたかのみち
お鷹の道（東京都国分寺市東元町・西元町）

 　 江戸時代に国分寺市内の村々が尾張徳川家の御鷹場[*1]に指定されたことから「お鷹の
道」と呼ばれるようになりました。 現在では遊歩道として整備され、散策路として人々に
親しまれています。また真姿の池湧水群には、飲料水を汲みに来る人々の姿が見受けられ
ます。ちなみに『三鷹』や『鷹の台』等は、武蔵野一帯が御鷹場だったことから由来して
付いた地名です。

（左から時計回りに）
1.お鷹の道の案内板／2.お鷹の道の入り口／3.遊歩道脇の小川／4.真姿の池に続く小
川／5.真姿の池の湧水（写真-H20.7撮影）

 



湧き水ができるまで

 

 

湧き水が流れる遊歩道－・－・－・－・－・－

　 「お鷹の道」は住宅地の中にある遊歩道の
ため、うっかり通り過ぎてしまいそうな場所に
静かに存在しています。道幅1m程度の小道沿
いには、ハケ（武蔵野段丘・国分寺

がいせん
崖 線[*2]）

から湧き出た清流が小川となって流れていま
す。入り口から続く小道のすぐ脇には、民家が
建ち並び、今でも小川の清流を利用して洗濯を
する光景が見られるそうです。「元町用水」と
も呼ばれているこの小川は「真姿の池湧水群」
と呼ばれ、古多摩川の浸食によってできたハケの各所から湧き出しています。　1985年（昭和
60年）には当時の環境庁から「全国名水百選」に選ばれました。また東京都環境局の「東京の
名湧水57選」、東京都の「歴史と文化の散歩道」にも選ばれています。初夏の夜にはホタルも
鑑賞できます。

鷹狩りと鷹場の歴史－・－・－・－・－・－
　 鷹狩りの起源は古く、仁徳天皇によって鷹狩りが行われていたという記録が日本書紀に残っ
ているそうです。「力強さ」を感じさせる鷹は、昔から権力者の象徴でもあったようで、上級
階層の遊戯の一つでした。鷹の習性を利用して鳥獣を捕らえることを「鷹狩り」といい、それ
を行うことを「

ほうよう
放 鷹」といいます。鷹狩りには性質がおとなしく小柄な雄よりも雌が用いられ

たそうです。江戸の戦国期には武芸奨励の意味もあって鷹狩りは盛んになり、徳川家康もよく
放鷹に出掛けましたが、家康の鷹狩りは公式的なものではなく、特定の鷹場も設けていなかっ
たので、鷹狩りの時はその都度お触れを出して、一時的に鷹場として利用したそうです。家康
の鷹狩りは遊猟だけでなく、民情視察や家臣の統制の目的も兼ねていました。やがて公式に将
軍や徳川御三家の鷹場が江戸近郊に制定されるようになりました。 徳川第三代将軍家光は1633
年（寛永10）に武蔵野一帯を尾張徳川家（徳川御三家の一つで尾張藩主の家系）の御鷹場に指
定しました。そして将軍家の御鷹場は江戸から5里（20km）以内、徳川御三家の御鷹場は将軍家
鷹場の外側で江戸から10里以内の村々と指定されました。

御鷹場を管理する役人－・－・－・－・－・－

　 御鷹場は
たかじょう
鷹 匠や

とりみ
鳥見等の鷹場役人によって支配されていました。鷹匠は鷹の飼育や訓練、

将軍の鷹狩りに随行して放鷹を行ったり、鷹の餌となる鳥の調達を指揮することも仕事の１つ
でした。一方の鳥見は鷹場となった村の農民と折衝したり、生き餌を捕まえる事を仕事にして
いる

えさし
餌指や御鷹場内を見聞する野廻りの監督を行う等、御鷹場の管理を行っていました。また

御鷹場内で鷹をつかったり鳥を捕る者には、それを許可する証として合札の携帯が義務付けら
れていました。この合札は必要に応じて村で預かっている合札とを照合させ、その身分や資格
を常に把握できるようになっていました。

 



真姿の池

 

 

 

御鷹場村農民への制約－・－・－・－・－・－
　 御鷹場に指定された村には様々な規則や禁止事項があり、そこに住む農民の生活も規制され
ていました。御鷹場の制約事項は鷹場ごとに異なりますが、尾張徳川家の御鷹場に指定された
村では以下のような制約があったようです。

　・多摩川で漁をしてはならない
　・鷹狩りの時に通る道や橋を入念に手入れする
　・犬猫はつないでおき、鳥獣は追わない
　・田畑で火を焚かない、

か か し
案山子を立てない

　・大声で人を呼ばない、手を叩かない、拍子木を叩かない、縄で地面を叩かない
　・小屋や水車を造らない、家の新築をしない
　・籠を背負わない、鉄砲を使わない

　 時代の移り変わりで内容は異なり、中には事前に届けを出せば許可される事項もあったよう
ですが、制約の内容から察するに鷹場村に暮らす人々への負担はかなり大きかったことがうか
がえます。

 

 

ますがた
真姿の池の伝説－・－・－・－・－・－
  清流に沿って「お鷹の道」を進んだ先に「真姿の池」がありますが、この池には次のような伝
説が残っています。

　 真姿の池の伝説

  時はさかのぼること平安の頃、玉造というところに一人の
美しい女の人がいました。あまりに美しいので、小野小町に
ちなんで玉造小町と呼ばれていましたが、ある日突然不治の
病にかかってしまいました。美しかった顔は見る見る醜くな
り、玉造小町は悲しくて死にたい思いでした。
  そんなある時、病気平癒祈願のために国分寺を訪れ21日間
参拝すると、、一人の童子が現れて玉造小町に向かって手招
きをしました。後について行くと小さな池がありました。そ
の童子は「この池の水で身を清めるように」と言うと姿を消
してしまいました。

 

 



真姿弁財天

　   童子に言われたとおり、玉造小町はこの池で体を洗いまし
た。すると池に美しい虹がかかり、その虹の橋に弁財天が現れ
たのです。弁財天が玉造小町に向かって笑いかけたので、弁財
天に近づこうとすると、虹とともに弁財天の姿は消えてしまい
ました。
　   玉造小町は池の端に膝まずき、ふと池の中を見ると池の波紋
の中に美しい女の人が映っていました。弁財天が現れたと思っ
たのですが、別人のようでした。もう一度目を凝らして池の中
をのぞき込むと、波紋が消えて水面に映っている女の人の姿が
はっきりと見えました。それは紛れもなく玉造小町自身の姿だ

ったのです。玉造小町は大喜びすると、国分寺薬師と弁財天に心からお礼を言って玉造に帰っ
て行きました。玉造小町の本当の姿を映したことから、この池を「真姿の池」と呼ぶようにな
ったそうです。

*1 御鷹場（おたかば）
 ・・・ 鷹狩りを行う場所のこと。飼い慣らした鷹を握り拳に止まらせ、乗馬で山野を駆け巡り、鷹を飛ばし

て野鳥や兎を捕獲した。鷹狩りは武道の鍛錬とレクリエーションを兼ねた一種のスポーツであった。
江戸時代の間に鷹狩が行われなかったのは、生類憐れみの令が施行されていた29年間のみ。鷹狩りに
は領内視察という政治的な意味もあった。

*2 国分寺崖線（こくぶんじがいせん）
 ・・・ 立川段丘と多摩川が浸蝕することにより出来た30kmにも

及ぶ武蔵野段丘を隔てる崖線を国分寺崖線という。この
崖線に沿って野川が流れている。この崖線は坂になって
いる場所が多いが、崖になっている場所では地層中の水
路が集中し、多くの湧き水が出ている。国分寺から小金
井・三鷹・調布・狛江を経て世田谷の等々力に至る。標
高差は約10～15mほど。多摩川に面した地区では国分寺崖
線のことを「ハケ」と呼ぶ。


